
問題　25-6 L 字型効用関数における純粋交換経済の計算

　2 人の消費者が初期保有量を交換する純粋交換経済を考えます。財は X 財と Y 財の 2
種類の財であり、消費者 A による X 財の消費量を XA、Y 財の消費量を YA とすると、この
消費者の効用関数は UA ＝ XA YA となります。一方、消費者 B による X 財の消費量を XB、
Y 財の消費量を YB とすると、この消費者の効用関数は UB ＝ min｛XB,YB｝となります。
　当初、消費者 A は X 財を 9 単位、Y 財を２単位だけ保有していて、消費者 B は X 財を
２単位、Y 財を６単位だけ保有しています。このとき、交換経済のコアに含まれる消費者
A の消費の組み合わせは、次のうちどれですか。
　１．（XA, YA）＝（１,7）　　２．（XA, YA）＝（6,6）　　３．（XA, YA）＝（7,4）
　４．（XA, YA）＝（9,5）　　　５．（XA, YA）＝（10,7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国家総合職　改題）
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